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県
岳
連
会
長
に
就
任
し
て 

今
年
度
よ
り
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
石
倉
昭
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
森
下
健
七
郎
前
会
長
の
下
で
副
会
長
を
６
年
努
め
て
ま
い
り 

ま
し
た
。
そ
の
間
日
山
協
の
方
に
も
出
ま
し
て
、
日
山
協
の
常
務 

理
事
を
２
年
、
日
山
協
の
専
門
委
員
会
の
一
つ
で
も
あ
る
自
然
保 

護
委
員
会
の
委
員
長
を
３
年
、
現
在
も
自
然
保
護
委
員
会
の
委
員 

長
を
引
き
続
き
務
め
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
日
山
協
と
埼
玉
岳
連
の
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
務
め 

て
行
き
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。 

さ
て
埼
玉
岳
連
も
財
政
面
で
は
こ
こ
２
年
赤
字
体
質
か
ら
の
脱 

却
が
計
ら
れ
安
定
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。 

競
技
関
係
で
は
昨
年
の
東
京
国
体
で
埼
玉
は
天
皇
杯
１
位
と
活 

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

登
山
関
係
は
と
見
る
と
、
ア
ル
パ
イ
ン
系
の
低
調
・
加
盟
団
体 

の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
が
気
に
な
り
ま
す
。
今
後
こ
の
辺
の
課
題 

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

登
山
人
口
は
今
約
１
，
０
０
０
万
人
で
す
。
私
達
み
た
い
に
組 

織
（
日
山
協
ほ
か
）
に
入
っ
て
い
る
登
山
者
は
１
％
、
未
組
織
登 

山
者
は
９
９
％
と
圧
倒
的
に
未
組
織
登
山
者
が
多
い
と
言
わ
れ
て 

お
り
ま
す
。
安
全
登
山
の
普
及
・
遭
難
事
故
を
減
ら
す
・
山
岳
環 

境
を
守
る
な
ど
の
事
に
つ
い
て
も
、
私
達
は
９
９
％
の
未
組
織
登 

山
者
へ
も
広
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

来
年
埼
玉
岳
連
は
６
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
６
０
年
、
７
０
年 

に
向
か
っ
て
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
今
後
と
も
ど
う
ぞ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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椅子席左から瀬藤副理事長（兼遭対委員長）、加藤副会長（兼事務局長）、相澤副会長、 

石倉会長、田中名誉会長、森下顧問、古峰参与、新井参与、天野理事長,他総会出席者のみなさん 
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３ｐ： 同上、森下前会長退任挨拶 
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６ｐ： 同上・海外登山委員会総会報告 

７ｐ： 避難講習会報告、事務局便り 

８ｐ： 専門委員会計画・県功労賞授賞式 

９ｐ： 県内選手全リザルト、阿寺安全祈願祭 

10ｐ： 二子山開山式、編集後書  

10ｐ-12ｐ  広 告 

 

 

平成 26 年度評議員総会報告(敬省略） 

《 県岳連新会長に石倉昭一氏が就任！》 

平成 26 年度評議員総会が開催、新会長に石倉昭一

氏（大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ代表）が評議員の推薦により満

場一致で可決され就任しました。会長の任期は平成

26,27 年の 2 年間,森下健七郎前会長は顧問に就任。 

 

[議 事 録] 

期  日：2014 年 4 月 13 日 14 時 30 分～16時 50 分 

開催場所：北本市中央公民館 

 

○古峰副会長 開会挨拶  

○森下会長 挨拶  

○議長選出  

今回は､事務局長の推薦で､第 2 ﾌﾞﾛｯｸの奥武蔵ﾜﾝﾀﾞｰ

ﾌｫｰｹﾞﾙ:新井宏司会長にお願いします｡拍手で承認｡  

議事録署名人は､川越山の会･五十雀の岩井田正昭評

議員にお願いします｡        拍手で承認｡ 

○総会成立宣言出席 25名、代理人 5名、委任 13名 

 計 43 名の出席で定足数 57 の 1/2 以上となり､成立

を 宣言します｡         加藤事務局長｡  

 

評議員総会 議長挨拶の奥武蔵WVの新井宏司氏 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

議   事  (議長:奥武蔵 WV会長:新井宏司)  

第 1号議案  

平成 25 年度事業報告｡総務以下各委員長が説明｡  

･主な事業としては､国体祝勝会､田中名誉会長叙勲

祝賀会､2014 埼玉岳連ｶﾚﾝﾀﾞｰの発行､ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ指

導員養成講習会の開催､第 4 回全国高等学校選抜ｸﾗｲ

ﾐﾝｸﾞ選手権大会開催､東京国体天皇杯 1 位､皇后杯 5

位､ﾃﾞﾅﾘ峰登山全員登頂､全国自然保護指導員中央集

会開催､広報誌 3 回発行､第 2 回秩父夏休み親子自然

教室開催､個人会員委員会の活動開始等  

 

第 2号議案  

平成 25 年度会計報告｡一般会計と強化関係､特別会

計について報告｡後､監査報告｡  

･25 年度もｶﾚﾝﾀﾞｰの制作販売､協賛企業等の寄付金等

で収入が増加｡各委員会の努力で支出の減もあり､残

高が増加した｡皆さんのご協力と関係者の努力によ

るところ大｡ありがとうございました｡  

第1号議案､第2号議案､一括して承認｡  

 

第 3号議案  

平成 26～27 年度役員の改選について 経過報告を森

下会長から説明があり､新会長に石倉昭一氏(元副会

長)が推薦される｡       拍手を持って承認。 

副会長は､石倉会長から推薦があり､相澤重夫氏(川

口市登山同好会長)､村岡正巳氏(元理事長・加須 SCC)､

加藤富之氏(深谷山岳会･事務局長兼任)  ⇒承認。 

監事の佐藤求氏(あゆむ山の会)､岩武成秋氏(UD･A･

C)は留任｡ 各委員長の変更では､選手強化委員長：内

海信氏(高体連)､ｼﾞｭﾆｱ委員長：野村匡氏(高体連)､

企画委員長：村岡正巳氏(副会長兼任)､個人会員委員

会：長谷川茂氏(熊谷山岳会)、事務局員：塩谷壽子

氏(委嘱理事)､副理事長にもう 1 名高体連から推薦

を依頼する｡ 退任された各氏については､森下健七

郎氏：顧問､古峰孝氏･福田靖氏：参与､昨年退任され

た柳原政一氏：参与にそれぞれ推薦｡⇒承認｡  

･休憩を挟んで､退任された会長･副会長からの退任
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の挨拶､新任の石倉会長､相澤･ 加藤副会長から挨拶

をいただき､その後､参加者全員の自己紹介をする｡  

 

第 4号議案  

平成 26 年度事業計画｡各委員長が概要説明｡⇒承認｡  

主な事業としては､指導員･上級指導員養成講習会の

開催､第 5 回全国高校生ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会の開催

(12/23-24･加須市民体育館)､海外登山講演会の開催

(時期未定)､選手強化委員会の関ﾌﾞﾛ､国体での活躍､

広報第 50号(記念号)の発行､企画委員会からは｢第 3

回夏休み親子自然観察教室(仮称)｣の開催､等が提案

される｡  

 

第 5 号議案  

26 年度予算案｡加藤事務局長より説明｡  ⇒承認｡  

･寄付金､ｶﾚﾝﾀﾞｰ売り上げの増額見込み､大会開催費

の一部増額､広報 50 号(記念号)の 発行費､予備費の

半額程度(約 60 万円)を創立 60 周年記念事業に当て

る等の予算を組む｡  

･質疑:通信費 8 万と有るが､郵送の会はどのくらい有

るか?また､是非ﾒｰﾙに対応できない会の対応をお願

いしたい｡→多くの会でﾒｰﾙ対応の協力を得ているが､

半数の団体+欠席者等で毎月 6000 円程かかってい

る｡ﾒｰﾙで対応できない月報の発送希望もあり､対応

が複雑だと事務局の手間が膨大になるので､料金と

手間のﾊﾞﾗﾝｽを取りながら実施している｡  

 

第 6 号議案  

県岳連創立60 周年記念事業について､加藤事務局長

より説明｡               ⇒承認｡  

･ｱﾝｹｰﾄ集計結果を紹介｡今後 特別委員会を設置し､

準備を始めること。           ⇒承認｡  

以上で､予定された議案は終了｡  新井議長の解任｡  

 

その他  

 

 ｢第 8 回田中名誉会長賞｣の授与｡  

第 8回田中賞を受賞！ 

左・鈴木百合子氏(ﾃﾞﾅﾘ-隊/隊長)・無名山塾 
右・内海 信氏(東京国体/少年男子監督)・高体連 

今年は､｢第 68 東京国体天皇杯優勝､皇后杯 5位とい

う好成績｣に対し｢第 68 東京国体埼玉県選手団(監

督:内海 信氏)｣と､｢2013 年 6月のﾃﾞﾅﾘ遠征登山にお

ける全員登頂の業績｣に対し｢2013 無名山塾ﾃﾞﾅﾘ遠

征登山隊(鈴木百合子氏)｣が受賞｡それぞれ金一封(各

5 万円) が贈られた｡ また､田中名誉会長より､後 12

年間の表彰(基金)を約束される｡  

②｢岳人の家使用規程･使用申請｣の仕方説明(岩崎自

然保護委員長) ･使用申請は 3 週間前に､岩崎まで｡  

③｢4/28 山と自然の聖地研究会｣希望者は直接問い

合わせて下さい｡(石倉会長)  

④｢阿寺の岩場･ﾙｰﾄ紹介｣の説明(森下前会長) 

○新副会長:相澤重夫の閉会の言葉で､総会を終了し

た｡ 16 時 50 分終了  以上 (文責:加藤事務局長) 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

森下健七郎前会長 退任挨拶 

 最初のご挨拶で申し上げましたが6年間

無事勤められたのは皆様のご協力の御蔭

と感謝しております｡ 

 昨年5月末に日本山岳協会の公益法人化

に伴い大きな組織の改編がありまして､登山部､競技

部､総務部の三つの部の体制になりました｡その際に

長らく日山協のｸﾗｲﾐﾝｸﾞ関係に携わった関係があり

競技部長就任の要請があり､お世話になった関係も

あり昨年25年度､今年26年度の2年間の日山協の競

技部長として就任させて戴きました｡ 

 皆様とは又これからは埼玉岳連としては皆様と同

じ立場で協力して行きたいと思っています｡ 

 今後とも宜しく､有難うございました｡ 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

評議員総会出席者 (敬省略）     
◆評議員            
 1. 川口市登山同好会      相澤 重夫 

 2. ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾋﾟｵﾚ        倉持 聡志 

 3. UD･A･C                岩武 成秋 
   4. 浦和山岳会            田中 文男 

   5 .あゆむ山の会          佐藤 求 

   6 .桜草山の会            芝田 信子 

   7. 遠峰山岳会            天野 賢一 

 8. 大宮山岳会            塩谷 壽子 
 9. 大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ        石倉 昭一 

10. さいたま市役所山岳部ｱﾙﾋﾟﾅ 大成 義之 

11. JR 大宮山の会          吉田 秀夫 

12. 熊谷ｱﾙﾑﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ     小高 英雄 

13. 壁稜山岳会            八ﾂ田 政男 
14. 熊谷山岳会            長谷川 茂 

15. 奥武蔵ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ     新井 宏司 

16. ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ･とだ       岩崎 繁夫 
17. 蓮田山岳会            熊谷 潔 

18. 高体連登山専門部      森下 健七郎 

19. 加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ  古峰 孝 

20. ﾎﾞﾙｼﾁ            矢萩 実 

21. 加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ･ﾋﾞﾅ    坂本 忠 
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22. 小鹿野山岳会           柳原 政一 

23. 大宮岳稜会             石黒 明 

24. 槻岳友会               仙波 義雄 

25 .彩･岳悠会              笠原 数浩 

◆代理人 
 1. 浦和西岳友会           渋谷 直克 

   2. 東部登高会             門出 郡平 

   3. ｴｺｰ山の会              鈴木 冨士夫 

 4. 無名山塾               矢田 実 

 5. 川越山の会･五十雀      岩井田 正昭 
◆委 任 

1. 浦和山友会 

2. 我峰人 信越山の会 

3. 深谷山岳会 

4. 恵流峰会 

5. 越谷市山岳会 

6. 新電元工業山岳部 
   7. 毛呂山山岳会 

 8 .山岳同人埼玉 

 9. 熊谷山旅会 

10. TMGC 
11. 浦和渓稜山岳会 

12. 山学同人 比企 

13 .ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ山遊人 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

総会開催前に会計監査、第 1回理事会を開催 

 

【平成 25 年度会計監査】4 月 13 日 11 時 30 分～ 

○監  事：佐藤 求、岩武 成秋  

○会計担当：加藤 富之,選手強化担当：小茂田利孝 

【第 1回理事会】 4 月 13 日 13 時 30 分～ 

1、協議事項：平成 26 年度 役員について 

･森下会長より役員選考の経過報告 

･新委員長 ･新理事 

2、田中名誉会長賞について 

・2 件の候補を田中名誉会長に推薦､2件が受賞｡ 

3、平成 26年度 理事会開催日に変更ついて(石倉) 

･平成 26 年度は現状通り。 

4 その他 資料の訂正等→訂正文は､総会の仮報告と

一緒に送付する｡ 

【4月理事会出席者】(敬省略）  

田中名誉会長,森下会長,石倉副会長,古峰副会長, 

天野理事長, 加藤事務局長,野村(指導), 土屋(競

技), 宇津木(強化), 瀬藤(遭対), 鈴木(海外), 岩

崎(自然),大石(ｼﾞｭﾆｱ), 岩井田(広報), 長谷川(企

画/個人),塩谷(事務局) 

山口(UDA),渋谷(西岳),堀江(桜草),寺井(大宮),大

成(ｱﾙﾋﾟﾅ),JR大宮(吉田),小高(ｱﾙﾑ),石井(壁稜),新

井(奥武蔵),岩本(ｴｺｰ),岡野(蓮田),小茂田・内海・

野村(高体連),道浦(加須SC),矢萩(B7),柳原(小鹿

野),仙波(槻岳), 笠原(彩岳) 

平成 26 年～27 年埼玉県山岳連盟役員 (敬省略） 

 

会  長     石倉 昭一  大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ  新任 

副会長     相澤 重夫  川口市登山同好会新任 

副会長（兼任） 村岡 正巳  加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 新任 

副会長（兼任） 加藤 富之  深谷山岳会      新任 

監  事     佐藤 求    あゆむ山の会 

監  事     岩武 成秋  UD･A･C 

理事長     天野 賢一  遠峰山岳会 

副理事長(兼任)  瀬藤 武    浦和渓稜山岳会 

副理事長    (選考中)    高体連登山専門部新任 

事務局長       加藤 富之  深谷山岳会 

 

指導委員長   野村 善弥  あゆむ山の会 

競技委員長   土屋 正昭  加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ･ﾋﾞﾅ 

選手強化委員長 内海 信    高体連登山専門部新任 

遭難対策委員長 瀬藤 武    浦和渓稜山岳会 

自然保護委員長 岩崎 繁夫  ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ･とだ 

海外登山委員長 鈴木百合子 無名山塾  

ｼﾞｭﾆｱ委員長  野村 匡    高体連登山専門部新任 

広報委員長   岩井田正昭 川越山の会五十雀 

企画委員長   村岡 正巳  加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 新任 

個人会員委員長 長谷川 茂  熊谷山岳会  

事務局     塩谷 壽子  大宮山岳会 

 

 

埼玉県山岳連盟参与会名簿  (敬省略）h26 年 4 月現在 

 

名誉顧問       浅見 豊  恵流峰会 

顧  問      森下健七郎 高体連登山専門部 

名誉会長      田中 文男  浦和山岳会 

参  与      新井 宏司  奥武蔵ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｹﾞﾙ 

参  与      武井 正男  深谷山岳会 

参  与      中田 弘  元・浦和渓稜山岳会 

参  与      栁下 明男  山岳同人埼玉 

参  与      山口 定男  我逢人・信越山の会 

参  与      大野 好司  元・高体連登山専門部 

参  与      平沼 伸一  小川山の会 

参  与      亀田 泰二 川口市登山同好会 

参  与      斉藤 勝男 元・蕨ﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

参  与      三ツ木達男 恵流峯会 

参  与      内野 安登  ｴｺｰ山の会・個人会員 

参  与      悳 秀彦  元獨協大山岳部・個人会員  

参  与      山口 定男  我逢人・信越山の会 

参  与      古峰 孝    加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

参  与      福田 靖    たらっぺ山の会 

参  与      柳原 政一  小鹿野山岳会 
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平成 26 年 3 月 理事会報告 (敬省略） 

3 月 12 日(水)午後 7 時 30 分~北本市中央公民館 

 

0 出席  

森下会長､石倉､古峰､福田･各副会長､天野理事長､土

屋(競技)､宇津木(強化)､大石(ｼﾞｭﾆｱ)､岩崎(自然)､鈴木

(海外)､岩井田(広報)､長谷川(企画/個人)各委員長､加

藤事務局長。 

柴崎(川口)､堀江(桜草)､岡野(蓮田)､小高(ｱﾙﾑ)､石井

(壁稜)､岩本(ｴｺｰ)､小茂田(高体連)､道浦(加須)､柳原

(小鹿野)､仙波(槻)､田中(岳稜)､大山(比企)､伊藤(防

衛)､笠原(彩岳)･各理事 計 27 名 

 

1 開会挨拶 (福田副会長) 

2 会長挨拶 (森下会長) 

今期で 6 年が修了し､次の方に会長を引き継ぎた

いと思います｡ 

 

3 報告 

①積雪期登山講習会･指導員研修会(1/18-19 那須) 

②日山協｢競技部ﾌﾞﾛｯｸ別研修会｣(1/19 栃木) 

③日本山岳会埼玉支部第9回安全登山講演会(1/25さ

いたま市) 

④県岳連｢平成 25年度参与会｣(1/26さいたま市)参与

8 名､役員 7 名計 15 名参加 

⑤県岳連｢新春懇談会｣(1/26 さいたま市)40 名参加｡ 

⑥彩の国ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ･競技団体体験教室(1/26,2/2 川

越)1/26:34 人､2/2:人参加｡ 

⑦平成 25 年度関東地区山岳連盟総会(2/1-2 神奈川)

森下､石倉､天野参加｡ 

⑧ｷｮｰﾘﾝ製薬ｸﾞﾙｰﾌﾟ presents ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ

2014(2/22-23 静岡市ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ JAM) 

⑨安全登山を考える講演会講師:金邦夫氏(3/1 蕨市中

央公民館) 

⑩緊急避難講習会(3/1-2) 計 18 人谷川土合 

 

4 協議 

(1)ｶﾚﾝﾀﾞｰの販売結果について  

(2)平成 26 年度｢評議員総会｣に向けて   

(3)田中名誉会長賞について   

(4)平成 26 年度からの｢選手登録｣について  

(5)県岳連創立 60 周年記念について  

(6)その他  

①3/15 埼玉県ｽﾎﾟｰﾂ功労賞授与式:土屋正昭(競技委

員長･加須ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ･ﾋﾞﾅ)  

優秀選手賞:尾上 彩(国体少年女子選手)  

②第 70 回国民体育大会関東ﾌﾞﾛｯｸ大会経理担当者会

議 3/28 14:00~ｽﾎﾟｰﾂ総合ｾﾝﾀｰ  

③2/24 指導員(ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ)検定会申請書にともな

う審査結果について  

④4/29 第 28 回二子山開山式の開催について  

⑤4/5 10:30~阿寺の岩場 安全祈願祭のお知らせ  

⑥村岡元理事長より｢第 4 回全国高校生選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

選手権大会｣のﾋﾞﾃﾞｵ制作の紹介｡  

 

 5 各部からの報告等 

①指導委員会 

●1/18-19 積雪期登山講習会･指導員研修会(遭対部

と共催)那須 

●3/1-2 積雪期緊急避難講習会(遭対と共催)参加者:

講習生 15 名,ｽﾀｯﾌ 3 名,計 18 名谷川 

○6/7-8 日山指導部委員総会 

○6/29 指導員総会 13:30~&指導員研修会 

14:30~16:30大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨ901号室 

②競技委員会 

●1/18-19 日山協｢競技部ﾌﾞﾛｯｸ別研修会｣宇都宮市城

山区民ｾﾝﾀｰ･栃木県教育会館 

○4/6･日日山協競技部委員総会 10:30~16:00 岸記念

体育会館 

○5/18 関東ﾌﾞﾛｯｸ大会審判員会議栃木県 2 名選出 

③選手強化委員会 

●1/15 第 3 回選手強化対策委員会ｽﾎﾟｰﾂ総合ｾﾝﾀｰ 

●1/26,2/2 平成 25 年度｢彩の国ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ･競技団体

体験教室｣ﾛｯｸｸﾗﾌﾄ川越 

●2/22-23ｷｮｰﾘﾝ製薬ｸﾞﾙｰﾌﾟpresentsﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟ

ﾝｶｯﾌﾟ 2014 静岡市:ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ JAM 

○3/22-23 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ･日本ﾕｰｽ選手権 2014 “ﾐﾚｰｶｯﾌﾟ”< 

遭難対策委員会 

●1/24-26日山協山岳ﾚｽｷｭｰ講習会(積雪期･東部地区)

●3/1-2 積雪期緊急避難講習会(指導部と共催)参加 

○6/28-29 日山遭対部委員総会 

⑤自然保護委員会 

●1/18 第 4 回平成 25 年度自然保護指導員研修会･公

開講演(都岳連)ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ 

●2/22 自然保護委員会役員会神奈川県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

●2/22-23 山の自然ｾﾐﾅｰ(神奈川県と埼玉県の自然保

護委員会共催)神奈川県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

○4/6 公開講座講師:高野徹氏(埼玉県生態系保護協

会)&｢指導員指導員(自然保護委員会)｣総会 

○6/1~30 第 11 回埼玉県立自然公園清掃登山 

⑥海外登山委員会 

●2/4 例会ﾋﾟｻﾝﾋﾟｰｸ登山報告(大山・山学同人比企)､ｱ

ｺﾝｶｸﾞｱ登山報告(岡田・深谷山岳会)､ﾛｰﾂｪ計画､他 

●2/15~16日山協･第52回海外登山技術研究会ｵﾘﾝﾋﾟ

ｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ 

○3/1~25 ｱｲﾗﾝﾄﾞﾋﾟｰｸ(大宮山岳会･塩谷、清水) 

○4/16~6/6 ﾛｰﾂｪ遠征(&ｴﾍﾞﾚｽﾄ連続登頂)風間隊長(浦

和渓稜山岳会)･大山隊員(山学同人比企) 

○3/29 海外登山委員総会大宮:ICI 石井 3 階 
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○6/15-16 第 33 回海外登山遭難対策研究会兼日山協

国際委員会総会長野県大町市 

○7/12~8/上ｷﾙｷﾞｽ山岳会招待の｢ﾚｰﾆﾝ峰｣遠征に､鈴

木海外委員長が参加｡ 

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会 

●1/25~27高体連指導者講習会(13名参加)赤岳･硫黄

岳へ八ヶ岳:赤岳鉱泉 

●2/8-10県新人大会(雪の山を歩く)23校､顧問39人､

生徒 114 人(寡雪から一転大雪に)新野地温泉 

●2/15･土日山協｢平成 25 年度ｼﾞｭﾆｱ･普及情報交換

会｣ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年ｾﾝﾀｰ 

○4/14 高体連登山部顧問総会 

⑧広報委員会 

●1/31 第 47 号発行 12 ﾍﾟｰｼﾞ･1600 部 

○4/29 二子山開山式取材 

○4/14 編集委員会 14/31 第 48 号発行 12P/1600 部:

評議員総会報告､冬山講習会関係 

⑨企画委員会 

○来年度の｢夏休み秩父親子自然観察教室｣(ﾀｲﾄﾙ変

更の予定)の日程 

○｢第 4 回全国高校生選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会｣の CD

を 100 枚作成し､各県等に配布｡  

⑩個人会員委員会 

○総会(懇談会)を計画中｡ 

⑪事務局 

○日山協公認審判員､ﾙｰﾄｾｯﾀｰの登録及び資格更新続

きについて 

○日山協公認ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技審判員の昇級手続きにつ

いて 

○4/6 東日本大震災被害復興森林復旧事業支援植樹

活動<NPO 法人百年の森づくりの会･高岡> 

⑫その他 

日山協からのお知らせ(石倉日山協自然保護委員長) 

○9 月 4-10 日中韓技術講習会谷川岳 

○10 月 25~26 ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ印西大会 

○11 月 22~26 日 UAAA(ｱｼﾞｱ山岳連盟)創立 20 周年

記念総会<広島>自然保護委員総会等同時開催｡ 

6.閉会挨拶(古峰副会長) 

 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

平成 26 年度「埼玉県立自然公園」清掃登山 

期  間：6月 1日～30日の間、参加会で決定。 

主  催：埼玉県山岳連盟 

主  管：県岳連 自然保護委員会 

参加対象：連盟加盟団体員他、一般登山愛好家 

実施場所：『関東ふれあいのみち』 

を主体に清掃登山を行います。 

清掃登山関係について（ｺｰｽ詳細、分別ｺﾞﾐ処理方

法など）は実施要項に記載しています、参照くだ

さい。 

平成 26 年度 海外登山委員会総会報告(敬省略） 

【期 日】 3/29 ICI 石井ｽﾎﾟｰﾂ大宮店        

【出席者】天野･今雪･岩井田･大山･加藤･風間･ 

小茂田･塩谷･鈴木直･鈴木百 

平成 25 年度事業報告 

【例会開催】5/14,7/2,9/3,11/5,2/4  

【事業等】 

① 4/6  海外登山委員会総会 堂平天文台 

② 12/7 海外登山研究会 ICI 石井ｽﾎﾟｰﾂ 

   ●Mt.ﾃﾞﾅﾘｰ遠征報告/鈴木百合子(無名山塾) 

   ●K2 遠征報告とﾊﾟｷｽﾀﾝ情勢 北村誠一(栃木岳連) 

【海外登山】 

② Mt.ﾃﾞﾅﾘｰ登山遠征隊 5/30~6/22 鈴木百合子 2名 

① ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 11/25~12/9 大宮山岳会･ 

寺井繁美、福田建造、塩谷壽子、金行孝子 

② ﾋﾟｻﾝﾋﾟｰｸ登山隊 12/13~12/29 

山学同人比企･大山光一 

③ ｱｺﾝｶｸﾞｱ登山隊 12/29~1/14  

深谷山岳会･岡田修他 

④ ｱｲﾗﾝﾄﾞﾋﾟｰｸ登山隊 3/1~3/25  

大宮山岳会･塩谷壽子、清水和子 

【日 山 協】 

①海外登山遭難対策研究会･国際部委員会  6/22~23  

出席:天野･加藤･塩谷･烏 

②海外登山女性懇談会『日本の山から世界の 

山へ――女性たちの海外遠征第一歩』 12/3 発表:極

北に見た人々の営み Mt.ﾏｯｷﾝﾘｰ登山 鈴木百合子  

③栃木岳連･海外登山のつどい 11/16  

④海外登山技術研究会 /都岳連高所順応研究会 

2/15~16 発表:私の高所順応法 鈴木百合子   

⑤新日本ﾋﾏﾗﾔ協会 3/2 

平成 25 年度決算報告                

役員改選 

平成 26~27 年度/委員長：鈴木百合子(留任),副委員

長：兼事務局 :風間進,会計：今雪雅夫  

平成 26 年度事業計画 

【例会開催】 5 月 8 日/7 月 8 日/9 月 2 日/11 月 4 日

/2 月 3 日の 5 回を予定 

【事 業 等】   

4/4 海外委員登山会総会,6~7 月海外登山講演会,12/6

海外登山報告会･忘年会 

【海外登山】  

彩の国ﾛｰﾂｪ登山隊 4/11~6/06 風間進/大山光一 

ｷﾙｷﾞｽ･ﾚｰﾆﾝ峰 7/12~7/29   鈴木百合子他 

【日 山 協】 

6/14-15 海外登山遭対研究会･国際部会,12/海外登山

技術研究会,毎月第 2(火)日山協海外登山常任委員会 

文責 海外登山委員会 事務局･風間 進 
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積雪期緊急避難講習会報告(敬省略） 

日 時 平成 26年 3月 1日(土)～2 日(日) 

主 催 埼玉県山岳連盟 (指導委員会･遭難対策委員) 

場 所 谷川岳 登山指導ｾﾝﾀ-上部付近 

参加者 役員､参加者合計 18 名 

 CL 秋庭 栄､金子 昭､宇津木 茂､伊古田秀子滝沢 

芳久､平田 晋也､野村 善弥(県岳連/指導委員長) 

｢積雪期登山の安全登山普及と技術向上を目的とす

る｣県岳連主催の積雪期緊急避難講習会が行われま

した｡当日は行きの関越道が大渋滞し開始が遅れま

したが､当会より 7 人が参加し積雪期の緊急避難の

手段としてたいへん有効な雪洞の種類や作り方を学

び､実際に構築して一晩泊まって来ました｡冬山登山

に必携の装備は色々ありますが､その中の一つにｽｺｯ

ﾌﾟが有ります｡雪掘りは簡単そうですが実際にやっ

てみるとやはり慣れが必要です｡積雪期登山をする

人はこういった講習会を利用して技術を習得するこ

とが大切と思いました｡参加の皆様お疲れ様でした｡ 

[緊急避難講習会に参加して] 伊古田秀子 

 ｽﾉｰｿｰで雪を切るのがとても難しく、雪が硬くて刃

が中々動かず、ｽｺｯﾌﾟで四角く切る際も､引き出す時

に形が崩れてしまい綺麗に出来ませんでした｡ 

ｲｸﾞﾙｰを構築する際は､四角く綺麗に切らないと、

旨く積み上げられないので､もっと上手に切れるよ

うに成りたいと思います｡ 2 時頃から雪洞を作り始

めましたが､雪を切るのは下手なので､ひたすら掻き

出す事に専念しました｡講師の鈴木さん､計良さんが

｢この雪洞が一番遅いよ｣と全身で掘ってくれました｡

｢このまま出来なかったらどうしよう･･｣と焦りまし

たが､皆様の助けがあり 5 時過ぎに完成し､本当にﾎｯ

としました｡翌日はｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｱｯｸｽﾋﾞﾚｰの改良型を教

わりました｡「谷側の方は肩からﾛｰﾌﾟを出す･ﾊｰﾈｽの

ﾙｰﾌﾟにﾛｰﾌﾟを固定･ﾌﾟﾙｰｼﾞｯｸは両手で」との事でした

が､やることは何工程もあり､ﾛｰﾌﾟの結び方もすぐ忘

れてしまうので反復練習が肝要だと思いました｡今

後ともご指導をよろしくお願いします｡ 

 

※編集注 本報告は、あゆむ山の会/月報「活火山」

より提供戴き、転載しました。  広報/岩井田 

【事務局便り】 

埼玉県山岳連盟創立 60 周年記念事業 

県山岳連盟は、創立昭和 30 年 8月 28 日（1955 年）

に産声を上げ、平成 17 年（2005 年）11月 19 日に創

立 50周年記念式典、そして平成 27年（2015 年）に

は、創立 60周年を迎えます。人で言えば「還暦＝60

年」となり、西洋ではﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ・ｼﾞｭﾋﾞﾘｰとしてお祝

いします。 

平成 27 年度の「60 周年」を控え、今春（仮称）

「創立 60周年記念特別委員会」を設置し準備を始め

る予定です。みんなで 60周年を祝うために、皆さん

のお知恵を是非拝借したいと思います。 

つきましては、「60 周年記念」としてどのような

事業をしたらよいか、県下の会員の皆様の率直なご

意見お聞かせ戴きたくｱﾝｹｰﾄ調査を実施致します。 

どうぞご協力をお願い致します。 

調査用紙は SMF（埼玉岳連・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ、

又は加盟山岳団体には郵送した用紙に記入の上、ﾒｰ

ﾙ又は fax で提出ください。 

 

現在までの回答戴いた記念事業について 

途中経過（26年 4月現在） 

１ 記念事業として以下のご提案ありました 

㋐ 記念誌発行   ・4件、 

㋑ 記念式典    ・6件、 

㋒ 記念表彰    ・4件、 

㋓ 記念山行/国内  ・7件、 

㋔ 記念海外登山  ・1件、 

㋕ 記念海外ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ・1件、 

㋖ 記念講演       ・4件 

㋗ 記念出版       ・ 

㋘ 記念○○大会   ・ 

㋙ 記念品         ・1件 

 ２ 上記以外で実施したい事業 

    計 7 件のご提案 

 ３ 60 周年に関連した希望、要望等 

   計 4件の要望などのご意見 

 

[参考]平成 17年創立 50周年記念事業は 

5/22   記念講演（平山ﾕｰｼﾞ氏）大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨ 

6/ 1～ 記念ﾘﾚｰ清掃山行   20 ｺｰｽ/延べ 180 名 

6/25  記念山行（和名倉山集中） 5 ﾊﾟｰﾃｨ/42 名 

11/19  記念式典（浦和ﾛｲﾔﾙﾊﾟｲﾝｽﾞﾎﾃﾙ）  145 名 

11/19   50 周年記念誌（50 年のあゆみと仲間たち） 

12/31  50 周年式典報告（埼玉岳連報 23 号） 

ｱﾝｹｰﾄ回答送り先   Fax  0275-52-1276 

Mail  bunta@ps.ksky.ne.jp 

県岳連事務局 加藤富之 あて 
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専門委員会・計画［26年5月～8月］ 

指導委員会 

6/29  指導員総会/研修会    ・大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨ 

競技委員会 

5/18  関東ﾌﾞﾛｯｸ審判員会議  ・栃木 

5/25  15 回 KAZO ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ ・加須 

6/1   ｺﾊﾞﾄﾝﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会    ・川越 

6/7-8  第 28 回ﾘｰﾄﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ ・長崎 

7/26-27 69 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会  ・栃木 

選手強化委員会 

5/25  15 回 KAZO ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ ・加須 

6/1   ｺﾊﾞﾄﾝﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会    ・川越 

6/7-8  第 28 回ﾘｰﾄﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ ・長崎 

7/26-27 69 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会  ・栃木   

8/2-4  JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ  ・富山 

遭難対策委員会 

6/1    第 1回ﾚｽｷｭｰ研究会  ・平戸の岩場 

7/6   夏山遭難防止講習・研修（未定） 

海外登山委員会 

4/11-6/6 (県岳連後援)ﾛｰﾂｪ登山隊（風間/大山） 

5/8   委員例会・大宮 

6/14-15 日山協海外遭対研究会国際委員会総会 

信濃大町 

7/8     委員例会 大宮 

7/12-29 ｷﾙｷﾞｽ・ﾚｰﾆﾝ峰 ｷﾙｷﾞｽ山岳会招待（鈴木百） 

自然保護委員会 

6/1-30  第 11 回埼玉県立自然公園清掃登山 

6/21-22 椎茸栽培・岳人の家清掃 

ジュニア委員会 

5/24-26 高体連・夏山指導者講習会谷川岳 

6/7-9  高体連・学総体縦走 雲取山/武甲山 

6/17    高体連・学総体ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技/ﾎﾞﾙﾀﾞ 川越 RC 

6/23    高体連・夏山机上講習会,指導者講習会 深谷 

8/8-12  第 57 回全国高等学校登山大会 箱根 

8/19-20 高体連・南部地区新人大会 奥秩父 

広報委員会 

5/14   編集委員会Ⅰ 北本 

5/31   広報 48 号発行 

8/8-10 親子自然ｷｬﾝﾌﾟ教室（仮称）三峰取材 

企画委員会 

6/初   「県民だより」親子自然ｷｬﾝﾌﾟ教室（仮称） 

募集案内掲載 

個人会員委員会 

委員総会交流登山 

 

©kobaton 

土屋競技委員長 体育功労賞受賞 

平成 25 年度 県功労賞 授賞式 

 

表彰を受ける土屋委員長 尾上彩選手表彰状 

 

平成 26 年 3 月 15 日､さいたま共済会館において平

成 25年度埼玉県体育授与式が開催されました｡ 

岳連からは､体育功労賞に長年のｸﾗｲﾐﾝｸﾞ事業への

貢献から土屋正昭競技委員長｡ 

優秀選手賞はｱﾙｺﾛｯｸﾏｽﾀｰ 2 位の成績により尾上彩

選手がそれぞれ受賞されました｡ 

（埼玉県山岳連盟理事長 天野 賢一） 

※尾上 彩選手は現在海外にてﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾜｰﾙﾄﾞｶｯ

ﾌﾟ転戦中.9P ﾘｻﾞﾙﾄ参照ください 広報・岩井田   

………………………………………………….. 

速 報 第 15 回 KAZO ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 2014 

       兼 JOC 大会・埼玉県予選会 

  平成 26 年 5 月 25 日 加須市民体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年の覇者是永選手を押さえて堂々優勝の波田選手 

1位 波田悠貴、2位 是永敬一郎、3位 佐藤竜馬 
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2 月～5 月 県内選手全リザルト 8 位以内 

《ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ 2014》 

2014/2/22-23 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ JAM 東静岡 

男子   35 位 波田 悠貴 

       39 位 浅田 史樹 

41 位 佐々木 政明 

63 位 西川 和宏 

79 位 佐藤 竜馬 

89 位 鈴木 祥史 

女子    4 位 三上 智子 

14 位 坂井 絢音 

………………………………………………….. 

《ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ日本ﾕｰｽ選手権2014》 

2014/3/22-23 印西 松山下公園総合体育館 

ｱﾝﾀﾞｰﾕｰｽB 男子  4位 鶴 隼人 

ﾕｰｽB 男子  2位 加藤 悠生 

     〃         8位 本間 大晴 

    〃        17位 奥墨 鴻太 

〃         20位 中村 颯人 

〃         22位 續 椋太 

〃         25位  小滝 岳人 

〃         38位 三木 流沙 

ﾕｰｽA 男子  1位 波田 悠貴 

     〃         24位  中村 亮 

ｼﾞｭﾆｱ 男子  1位  是永 敬一郎 

〃          5位 渡邊 海人 

〃         11位 加藤 亮央 

ｱﾝﾀﾞｰﾕｰｽB 女子   4位 曽我 綾乃 

〃   女子  15位 須見 真絢 

ﾕｰｽB 女子  10位 金子 桃華 

ｼﾞｭﾆｱ  女子  1位 尾上 彩 

〃   女子   4位 坂井 絢音 

………………………………………………….. 

《ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ第1戦》 

2014/4/26-27 中国・重慶 

      女子 12位 尾上 彩 

       〃  24位  三上 智子  

《ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ第3戦》 

2014/5/10-11 ｽｲｽ・ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ 

      女子 29位 尾上 彩 

《ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ第4戦》 

2014/5/16-17 ｵｰｽﾄﾘｱ・ｲﾝｽﾌﾞﾙｯｸ 

      女子 19位 尾上 彩   

………………………………………………….. 

《世界ﾕｰｽ選手権大会・代表第 1 次選考》 

2014/9/20-24 世界ﾕｰｽ選手権ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ大会に 

以下の4選手が1次選考に選出されました。 

   男子 ｼﾞｭﾆｱ  是永敬一郎 

    〃  ﾕｰｽA   波田 悠貴 

〃  ﾕｰｽB   加藤 悠生 

女子 ｼﾞｭﾆｱ  尾上 彩 

………………………………………………….. 

速 報 《第 15 回 KAZO ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 2014》 

県体兼国体予選会     2014/5/25 加須 

ｷｯｽﾞ     1 位  佐藤 純      RC 川越/水谷小 

2位  牧田 空    RC 川越/長久保小 

3 位  猪鼻 碧人   RC 川越/今成小 

ﾋﾞｷﾞﾅｰ      1 位 江上 理琴    RC 川越/城南中 

2 位 大場 拓真   pump1 

3 位 松井 結    RC 川越/砂中 

ﾐﾄﾞﾙ        1 位 長谷川大晴  久喜工業高 

2位 三木 流沙     所沢市立美原中 

3 位 木村 大夢     BaseCamp 所沢市立三ｹ島中 

ｽｰﾊﾟｰﾐﾄﾞﾙ  1 位 中村 元       県立浦和西高 

2位 曽我 綾乃     川口市立幸並中 

3 位 三森 里 子    Base Camp 

ｴｷｽﾊﾟｰﾄ   1 位 波田 悠 貴    久喜工業高 

2 位 是永敬一郎    日本体育大学 

3 位 佐藤 竜馬     Base Camp 

 

※ KAZO 大会の全選手ﾘｻﾞﾙﾄは紙面の都合で 

次号（49 号）に全員掲載します。 

………………………………………………….. 

[阿寺の岩場］ 安全祈願祭 

平成 26 年 4 月 5 日『阿寺の岩場』安全祈願祭 

 

ｵｰﾌﾟﾝ以来、かなり環境の整備された『阿寺の岩場』

ﾃﾗｽ付近で今年の安全祈願を祈ってお施主の大野文

雄氏他、地元の方々、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞに来たｸﾗｲﾏｰ、地元山

岳関係者を集めておこなわれました。 

県岳連からは森下会長、新井参与、加藤事務局長、

天野理事長、小茂田理事、岩井田理事などが参加、

玉串を捧げて事故無きように祈りました、なおｹﾞﾚﾝ

ﾃﾞに入る方ﾍﾙﾒｯﾄは必携です、ﾉｰﾍﾙの場合は即退場。

自分の身は自分で守り自己責任で御願いします。 

『安全第一・楽しい登攀』  広報・岩井田 
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「二子山開山式」平成 26 年 4 月 29 日（敬称略） 

 

毎年二子山股峠で開催される開山式が 2 月の大

雪の影響を受け林道が閉鎖のため急遽、二子山を

望む尾ノ内自然ふれあい館の広場にて開催。県岳連

から加藤副会長、新井参与、瀬藤(遭対)、岩崎(自然)、

長谷川(個人)、岩井田(広報)の各委員長など多数参

加した。式典は小鹿野山岳会柳原会長の司会により

勧められ、二子山の自然を守る会会長を兼ねる福島

町長の地元代表挨拶があり、順次参加者の玉串奉奠

を執り行い山行無事を祈った。参加者は約 80 名。 

               広報・岩井田 

山岳救助隊飯田副隊長の[安全に山を登る]講演会 

主 催：さいたま市山岳連盟 

期 日：平成 26 年 6 月 28 日（土）13:30～ 

場 所：大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨ 906 号室（大宮駅西口 3分） 

講 師：埼玉県警山岳救助隊/副隊長・飯田雅彦氏 

参加費：無料 

申込先：さいたま市岳連 関根善昭 048-861-3810 

18 時～22時迄・所属会名・氏名を連絡 

………………………………………………….. 

【編集後書】 

ｴﾍﾞﾚｽﾄの雪崩事故は記憶に新しい、海外登山委員

会仲間のﾛｰﾂｪ遠征隊（風間隊長＋大山）を羽田空港

に見送りに行って数日後、ﾍﾞｰｽ到着の報より先に「大

惨事」突然の知らせに言葉を失った。結果「登山月

報 542 号」に記載されている通り、登山中の全隊が

下山するという前例を見ない事態に発展。不幸にも

亡くなられた現地のｼｪﾙﾊﾟ、ｶﾞｲﾄﾞの協力なくては登

山出来ない事が如実に判明。反面暫らく再開まで時

間がかかると思われていたが、数日前(5/23)にﾍﾘｺﾌﾟ

ﾀｰで C2 まで入り、中国人＋ﾈﾊﾟｰﾙ人ｶﾞｲﾄﾞが登頂した

知らせにさらに驚いた。登頂のためなら今では何で

もありの世界か？ 複雑な心境。 合掌 

高所登山とはどこから線引きするのか・・by mi 
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